
研究会目的

SNS上のエンゲージメントの力
メディア心理学研究会

本研究会は、SNSにおける情報拡散とエ
ンゲージメント行動が認知や意思決定に与
える影響を、メディア心理学の視点から探
求することを目的とする。

読書会や講座を通じて理論的知識を深め
るとともに、実証研究を通じて誤情報拡散
のメカニズムを解明し、効果的な情報対策
のあり方を検討する。

❖「ソーシャルメディア解体全書」

読書会

共同研究  エンゲージメントが誤情報訂正意欲に与える影響 

問題意識

SNSの普及により、情報の流通速度と範
囲が飛躍的に拡大する一方、フェイク
ニュースや誤情報の拡散、エンゲージメン
ト行動による信憑性判断の変化が社会問題
となっている。特に、「いいね」や「リツ
イート」などのエンゲージメントが、情報
の受容や共有意図にどのような影響を与え
るのかは十分に解明されていない。

本研究会では、SNS上でのエンゲージメ
ント行動が、誤情報の信憑性認識や訂正意
欲に与える影響を検証し、情報環境の健全
化に寄与する知見を提供することを目指す。

❖「Infoglut: How Too Much 
Information Is Changing the Way 
We Think and Know」

◆内容：
SNSの成長とプラットフォーム設計がユー
ザー行動に与える影響を分析し、情報拡散や
アルゴリズムの問題を批判的に考察する。

❖目的

• 実施時期：2024年11月
• 対象者：ウェブ調査会社を介して日本人362
名（男性62.7％, M = 42.58, SD = 8.64）

• 手続き：参加者はランダムに4群（誤情報エ
ンゲージメント多い・少ない × 訂正情報エ
ンゲージメント多い・少ない）に分けられま
した。まず、参加者に誤情報（ニュース1）
を提示し、エンゲージメント認識、信憑性評
価、共有意図を測定しました。ニュース１に
対して、いくつかの質問を回答してもらった
後に、訂正情報（ニュース2）を提示し、同
様の測定を実施しました。最後に、２つの
ニュースの情報源の信頼性を評価し、最後に
デブリーフィングを提示しました。

❖方法

• 訂正情報のエンゲージメントが多いほど、その信憑性評価が高まる。
• 訂正情報のエンゲージメントが多いほど、オフライン共有意図が高まる。
• オンライン共有意図には有意な影響が認められなかった。
• 年齢と普段のニュース閲覧時間が高いほど、オフライン共有意図が高い
傾向がある。

❖結果

❖考察

• 訂正情報のエンゲージメントが多いと、社会的証明の効果により信憑性
評価が高まる。

• オフライン共有意図は高まるが、オンライン共有には影響を与えなかっ
た。これは、オフラインでは信憑性が重視されやすいが、オンラインで
は話題性や個人的関心が影響するためと考えられる。

• 年齢やニュース閲覧時間が長いほど、オフラインでの共有意図が高まる。
信頼関係を重視する傾向が影響している可能性がある。

• 実践的示唆：訂正情報の拡散には、エンゲージメントを高める施策（公
式機関の拡散、影響力のあるユーザーの活用）が有効である可能性があ
る。

本研究は、SNS上のエンゲージメント（いい
ねやコメントの数）が、誤情報の訂正意欲にど
のような影響を与えるかを検討する。
先行研究では、エンゲージメント行動は情報

の文脈に依存し、また誤情報の訂正が個人に否
定的な影響を与える可能性が指摘されている。
そのため、本研究では、エンゲージメントの多
寡が訂正情報のオンライン・オフライン共有意
図にどのように作用するかを分析し、誤情報対
策の有効性を探る。

◆研究会で読む理由：
• SNSの構造を理解し、誤情報の拡散メカニズムを学ぶため
• エンゲージメント行動が信憑性認識や共有意図に与える影
響を考える基礎を築くため

◆内容：
情報過多が認知や判断に与える影響を分
析し、ビッグデータ時代の情報処理、ア
ルゴリズムによる選別の問題を考察する。

◆研究会で読む理由：
• SNSの情報過多が誤情報の信憑性評価や共有意図に与える影
響を考察し、認知バイアスとエンゲージメント行動の関係を
研究に活かすため

• 英語の専門書を読むことで、国際的な研究動向を学び、日本
語文献では得られない視点を取り入れ、英語論文を理解する
力を養うため
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